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「
赤
坂
文
書
」
の
写
本
と
し
て
、
「
家
蔵
赤
坂
文
書
」
と
「
伊
頭
園
茶
話
」

二
五
所
収
の
石
川
氏
古
文
書
が
あ
る
。
と
も
に
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
。

「
家
蔵
赤
坂
文
書
」
は
、
元
禄
・
宝
永
期
に
秋
田
藩
文
書
所
が
臨
写
し
た
も

の
。
「
赤
坂
文
書
」
と
比
較
す
る
と
、
字
配
り
や
字
の
く
ず
し
方
ま
で
原
本
に

忠
実
に
写
し
て
い
る
。
し
か
し
一
部
花
押
を
省
略
し
た
り
、
折
紙
か
否
か
と
い
っ

た
文
書
の
形
態
に
は
関
心
が
払
わ
れ
て
お
ら
ず
、
写
本
の
限
界
を
見
い
出
せ
る
。

「
伊
頭
園
茶
話
」
二
五
は
、
石
井
忠
行
が
明
治
期
に
著
し
た
も
の
。
「
赤
坂

文
妻
三
と
比
較
す
る
と
、
原
本
に
忠
実
な
写
本
と
は
い
い
難
い
。
し
か
し
礼
紙

（
１
）

（
２
）

当
館
の
温
故
堂
資
料
及
び
高
橋
友
蔵
家
資
料
に
石
川
・
赤
坂
両
氏
宛
の
中
世

文
書
が
六
通
あ
る
。
こ
れ
ら
が
近
世
佐
竹
氏
家
中
赤
坂
氏
旧
蔵
文
書
で
あ
る
こ

と
は
、
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
二
○
赤
坂
忠
兵
衛
光
康

（
以
下
「
家
蔵
酒
出
文
書
」
と
略
す
）
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
か
に
な

る
。
当
館
所
蔵
の
赤
坂
氏
旧
蔵
文
書
を
「
赤
坂
文
書
」
と
呼
ぼ
う
。

小
論
で
は
、
「
赤
坂
文
書
」
と
そ
の
写
本
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
の
検
討
を

行
っ
た
後
、
「
赤
坂
文
書
」
の
紹
介
を
す
る
。

は
じ
め
に

一
原
本
と
写
本
の
あ
い
だ
に

史
料
紹
介
当
館
所
蔵
「
赤
坂
文
書
」ら

れ
る
書
状
の
「
横
ノ
内
折
」
で
あ
る
。
相
田
氏
に
よ
れ
ば
、
佐
竹
氏
発
給
文

書
に
も
「
横
ノ
内
折
」
の
実
例
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
巻
子
仕
立
て
と
な
っ

て
い
る
「
赤
坂
文
書
」
で
は
も
と
の
折
り
方
の
復
元
は
困
難
で
あ
る
。

さ
き
に
あ
げ
た
写
本
と
の
比
較
で
「
赤
坂
文
書
」
の
伝
来
の
過
程
で
失
な
わ

れ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
あ
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

㈲
温
故
堂
資
料
五
月
十
四
日
佐
竹
義
重
書
状

①
閉
字
を
「
家
蔵
赤
坂
文
書
」
で
補
え
る
。

②
「
家
蔵
赤
坂
文
書
」
で
は
本
文
の
後
、

「
（
封
墨
引
影
）

赤
坂
下
総
守
殿
義
重
」

の
有
無
、
封
紙
の
状
態
等
の
一
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
が
「
家
蔵
赤
坂
文
書
」

よ
り
優
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
「
赤
坂
文
書
」
は
、
足
利
満
貞
書
状
以
外
は
巻
子
仕
立
て
で
あ
る
。

そ
の
た
め
闘
字
の
ほ
か
に
お
そ
ら
く
巻
子
に
仕
立
て
る
過
程
で
失
わ
れ
た
と
思

わ
れ
る
情
報
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、
「
赤
坂
文
書
」
の
佐
竹
義
重
書
状
三
通
の
天
地
の
中
ほ

ど
に
横
の
折
り
目
が
あ
る
。
「
赤
坂
文
書
」
を
は
じ
め
と
す
る
当
館
所
蔵
の
折

紙
の
文
書
の
折
り
目
と
比
較
す
る
と
、
文
書
の
外
で
は
な
く
、
内
側
に
折
っ
た

よ
う
に
見
え
る
。

（
３
）

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
相
田
二
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
た
戦
国
期
東
国
で
見

鈴
木

満

*秋田県立博物館

－54－

（29）
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ま
た
㈲
Ｉ
③
．
Ｑ
ｌ
②
は
、
本
紙
と
礼
紙
、
本
紙
と
封
紙
、
い
ず
れ
を
意
味

す
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
後
者
で
あ
れ
ば
「
二
枚
重
」
は
そ
ぐ
わ
な
い
よ

と
あ
る
。

右
の
Ｈ
、
口
の
文
書
に
は
、
本
来
封
紙
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
伊

頭
園
茶
話
」
の
封
紙
の
状
態
を
書
き
写
し
て
い
る
。
封
紙
が
い
つ
脱
落
し
た
か

は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
写
本
に
よ
っ
て
原
本
か
ら
失
わ
れ
た
情
報
を
復

一
元
で
妾
こ
る
。

と
あ
る
。

口
温
故
堂
資
料
六
月
十
八
日
佐
竹
義
宣
言
状

①
「
家
蔵
赤
坂
文
書
一
で
は
本
文
の
後
、

と
あ
る
。

③
「
伊
頭
園
茶
話
」
二
五
に
は
、
「
奉
書
紙
二
枚
重
御
竪
文
封
付
」
の

注
記
が
あ
る
。

④
「
伊
頭
園
茶
話
」
二
五
に
は
、

②
「
伊
頭
園
茶
話
」
二
五
に
は
、
「
奉
書
紙
二
枚
重
御
竪
文
」
の
注
一
記

が
あ
る
。

③
「
伊
頭
園
茶
話
」
二
五
に
は
、

圭
〒
裏
御
封

①
「
家
蔵
赤
坂
文
書
」

「
（
封
墨
引
影
）

赤
坂
下
総
守
殿
義
宣
」

と
あ
る
。

う
な
の
で
、
前
者
の
意
味
に
解
し
た
い
。
と
す
れ
ば
、
写
本
に
よ
っ
て
原
本
か

ら
失
わ
れ
た
も
の
が
も
う
一
つ
付
け
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
原
本
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
知
り
う
る
こ
と
も
あ
る
。
高
橋
友
蔵
家

資
料
霜
月
二
日
佐
竹
義
宣
書
状
に
は
封
紙
が
あ
る
が
、
写
本
に
は
そ
れ
を
欠
い

（
４
）

て
い
る
。

以
上
、
原
本
の
欠
点
を
や
や
強
調
し
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
原
本
の
史

料
的
価
値
が
も
っ
と
も
優
れ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
写
本
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
本
の
も
と
の
状
態
を
復
元
す
る
こ
と
は
、
原
本

研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

凡
例

一
字
体
は
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

一
原
本
の
摩
滅
に
よ
っ
て
文
字
が
判
読
し
に
く
い
場
合
は
、
□
を
も
っ
て
そ
の

箇
所
を
し
め
し
、
写
本
に
よ
っ
て
判
読
し
う
る
場
合
に
は
傍
注
を
施
し
た
。

一
花
押
は
模
刻
せ
ず
、
（
花
押
）
と
し
め
し
た
。

一
封
紙
の
文
字
は
上
下
を
ご
で
く
く
り
、
（
封
紙
ウ
ハ
書
）
と
傍
注
し
た
。

封
目
は
（
封
墨
引
）
と
表
記
し
た
。

一
文
書
の
大
き
さ
を
縦
×
横
で
し
め
し
た
。
折
紙
及
び
「
横
ノ
内
折
」
と
思
わ

れ
る
折
り
目
は
、
そ
の
位
置
を
天
か
ら
何
ミ
リ
と
記
し
た
。

一
「
赤
坂
文
書
」
の
紹
介

｜
〕

３
０
５
３く

赤
坂
下

総
守
殿
義
重

赤
坂
下

総
守
殿
義
宣
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式
。
液
幽
吻
先
な
真
？
ん
？

亨
屋
彦
喜
藤
易
Ｊ
傷

、
入
し
／
恥
解
く
釦
手
．
〃
い
げ
６
－
》
”
心
Ｊ
ノ
レ
の
う
１
１
句
、
、

〃
紗

〃
一
、
Ｉ
少
必
岬
判
小
哩
‐
，
，
、
．
、

彦
寿

１
丁

マ
グ
ー

ａ
鬼
易
又
仏
凡
孝
Ｉ
員

婁
零
ﾙ1

I

、

と

、
、
､

４
“

、

Ｈ
佐
竹
義
重
書
状

此
度
玉
里
之
地
及
進
陳
候
処
、

数
日
在
陳
、
御
辛
労
雌
不
初
儀
候
、

（
御
）

無
比
類
候
、
因
慈
受
領
之
事
□

意
得
候
、
為
後
日
一
筆
進
之
候
也
、

恐
々
謹
言
、

（
天
正
十
六
年
力
）

五
月
十
四
日
義
重
〈
花
押
）

赤
坂
下
総
守
殿

池
、
×
畑
、
天
か
ら
面
、

温
故
堂
資
料
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／

グ

ー~、

威
玄
パ
ー
ス
手
先
；
鮫

秒
岬
り
な
ら
砂
、

会
索

i

縦
、

’

一
ｊ
ノ
ル
〕

一
ヤ
可

リ

ム

ノ
レ
肘
吟
／
Ｉ
１
１
ｊ
１
Ｌ

ｉ
堂

I、
、

＃
鐸
４
兆
沖
１
１

〃､
一
一一

～
皇
！
＃
…
、

サ
ク
ー
ニ
蛇
母
君
蔵
ｐ
拙
い
５

l

花

｛
、

、

；

口
佐
竹
義
宣
書
状

尚
々
以
上
、

此
度
於
干
大
平
之
地
、
被
相

嫁
儀
大
慶
之
至
候
、
就
中

其
方
依
下
之
も
の
共
辛
労

之
段
、
不
及
是
非
候
、
就
之

一
礼
進
之
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
十
六
日
義
宣
（
花
押
）

赤
坂
下
総
守
殿
”
ｍ
×
“
、

－51－

（32）



秋田県立博物館研究報告第23号

L

r/マ
』雷ノ

’
○
画
〃
拶
七

Ｉ
灘
鯉
轡
、

|’

、
上
人
疑

鎮
ぞ
ｉ
塞
話
秘
蒋
雛

、

些

了

韮
印
扱
諺
“
々
塔
凹
今
ア
貞
生
マ
ー
も
口
曾
、
・
一
・
Ｑ
・
・
』
・
ユ
智
『
頁
グ
亭
ロ
聖
ｂ
↓
』
、
。
〃
」
『
で
ア
ヂ
々
口
画
悪
曹
匪
宰
室
’
９
や
＄
ｃ
ｃ

，
了

寺
″
②
？
》
・
‐
！

。
￥
↓
喜
少
戸
謬
小
合
、
一
四
雫
。
唖
１

■
４
二
口
。
”
極
軍
ロ
画
一
託
竜
恭
ジ
賦
唾
争
少
ｆ
も

‐
Ｉ

[回】
｡｡、⑥⑨随

参

A

I間

，

￥
ず
締
鋤
や
＃
：

千
・

・
Ｆ
。
悪
■
”
軍
〃
舞
里
Ｆ
ｂ
ヤ
ー
、

４
．
‘
ｑ
ざ

ま
詞
ｎ
Ｆ
・
糾
脚

学

､忠一全‘，

0

日
足
利
満
貞
感
状

馳
越
田
村
取
陳
之

由
注
進
之
条
、
誠
以

神
妙
候
、
謹
言
、

（
足
利
満
貞
）

十
一
月
十
四
日
（
花
押
）

石
川
長
門
守
殿型
、
×
知
、

高
橋
友
蔵
家
資
料

50
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史料紹介当館所蔵「赤坂文書」

〃 Ｚ写
～
ｆ
ん
陸
地
多
ｙ
胸
恥
り
め
雷
魚

ｌ
重
し

１
１
；

〃
次
１
７
仙
合
脇
仏
γ
、
〃
鵬
Ｊ
必
地

学
籾
〃
々
Ｉ
汐
令
ｔ
人
臓
ｊ
１
１
み
ん
わ

〃

I
隼

一

、

国

､
、

灘

え

凶
佐
竹
義
重
書
状

如
来
意
、
今
度
向
小
田
及
調
義
、
如
存

取
成
、
去
二
日
納
馬
候
、
依
之
為
脚
力
懇
切
之

趣
祝
著
二
候
、
将
又
其
口
境
事
無
何

様
候
哉
、
簡
要
至
極
候
、
余
事
期
来

昔
之
時
候
、
恐
々
謹
言
、

遂
而
去
比
者
年
始
目
出
度
、

快
然
之
至
候
、

（
元
亀
元
年
）

二
月
十
一
日
義
重
〈
花
押
）

赤
坂
宮
内
太
輔
殿

麹
、
×
麺
、
天
か
ら
血
、

49－

(34）



秋田県立博物館研究報告第23号

ゑ
く
倒
北
ら
ｉ
り
！

！
／
上
岱
尭
／
ｊ
会
〃
側
Ｉ
、
ｌ
リ
グ
珍
参

；舟伽
舞毛

色

そ 雪孝
クド

↑
↑

、１
１

拳

㈲
佐
竹
義
重
書
状

当
口
様
子
、
蒐
角
其
明
候
哉
、
依
之

条
々
梱
札
本
望
候
、
髪
元
別
而
無
相

（
芦
名
）

替
儀
候
、
可
御
心
安
候
、
将
又
盛
氏
出
張
之
由

候
条
、
此
刻
朝
川
へ
自
身
在
番
、

万
被
相
談
任
入
候
、
恐
々
謹
言

卯
月
十
五
日
義
重
（
花
押
）

班
、
×
郷
、
天
か
ら
唾
、

雪
、
ノ

８
５
４
３
｜
〃
ｆ
、
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燦
っ
い
く
修
皐
勺
冷

今
，
／
其
診
縫
４
量
８
う

今

早毒，
亨
誓

I

ﾘwl
l1l

!|；

で
全
く
茂

雲
愛
炉
鰯
遵
寒
や参

参
を

、
瀦
鳥
。

墓、
ｌ
も
、
部

毒

､

け

Ｊ
弓
判
副
口
可
匡
，
ｆ
４
画
可
凸
・
腸
扉
Ｊ
－
Ｅ
Ｅ
制
剖
詞
劇
‐
Ｐ
ｃ
Ｊ
』
冒
因
司
旧
‐
３
．
召
副
』
し
ｒ
Ｌ
目

‘

一少・・〆･由可！〃
甲 ､ザ

、

』

■

戸

L'

凸

『つ

’
一
Ｖ莞

司
早 塁ﾜ認鐘農可 〆

㈲
佐
竹
義
宣
書
状

急
度
啓
候
、
価
而

分
国
中
へ
就
上
洛
二

十
分
一
ヲ
懸
候
、
其
方
事

（
知
力
）地
行
分
之
積
を
以
十
分

一
之
金
子
可
被
相
澄

事
尤
候
、
恐
々
謹
言
、

霜
月
二
日
義
宣
（
花
押
）

赤
坂
下
総
守
殿

封
紙
ウ
ハ
醤

「
（
封
墨
引
）

赤
坂
下
総
守
殿
義
宣
」

池
、
×
蝿
、
天
か
ら
卸
、

｜
〕

７
６
４
３／Ｉ
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以
上
で
「
赤
坂
文
書
」
の
紹
介
を
終
え
る
。
当
館
分
を
含
め
た
赤
坂
氏
の
文

書
全
般
の
考
察
は
別
の
機
会
に
譲
る
。

注
（
１
）

（
９
白
）

（
３
）

へ

4
－

受
入
記
号
歴
コ
ー
一
五
’
一
六
。

受
入
記
号
歴
コ
ー
七
○
’
七
三
。

相
田
二
郎
氏
「
古
文
書
料
紙
の
横
ノ
内
折
と
そ
の
封
式
と
に
つ
い
て
」

作
集
一
日
本
古
文
書
学
の
諸
問
題
』
（
名
著
出
版
刊
、
一
九
七
六
）
・

写
本
に
見
え
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
他
の
文
書
の
封
紙
が
混
入
し
た
と
鯉

今
は
現
状
を
正
し
い
と
し
て
お
く
。

お
わ
り
に

他
の
文
言
の
封
紙
が
混
入
し
た
と
解
釈
も
で
き
る
が
、

（
『
相
田
二
郎
著

－46－
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